
No 第４階層 （単元） No 第５階層 （単元の「章」のまとめ） 第６階層 （学習内容）

・警報等の伝達及び避難誘導の目的

・実施主体と役割

・警報等の伝達及び避難勧告等の判断・伝達の流れ

・警報等の伝達及び避難誘導の事例　（Hurricane Katrina/Sandy等）

・避難行動（安全確保行動）の考え方

・災害の切迫性に応じた避難先

・避難勧告等の種類と住民に対して求める行動

・災害ごとの避難勧告等の発令対象エリアと発令タイミング（水害、土砂災害、高潮災害、津波
災害）

・特別警報と避難行動

・避難勧告等の伝達範囲

・伝達方法

・「Lアラート」による情報伝達

・首長による呼びかけ

・段階的に発表する防災気象情報の活用

・防災気象情報の種類と内容

・気象警報の発表基準、発表区域、リードタイム

・市町村における警報等の入手方法と手段

・住民等への警報等の伝達の流れ

・風水害における警報と避難のあり方　（予測できる災害）

・風水害における警報と避難に係る対策の活動体制、活動内容、活動上の課題

2 水害時における災害対応の難しさ ・風水害における警報と避難の事例、課題

・風水害における警報と避難のタイムライン計画の位置づけ

・タイムライン計画作成の基本的な考え方、作成の手順

・業務の標準的な記述手法としてのWBS

・タイムラインに基づく主体ごとの業務間・組織間調整手法

・決心と決断の違い

・決心に必要な情報収集、分析および状況予測

・決心に伴う体制変化

4 実際の現場における決心・調整の難しさ ・災害現場における決心と調整の事例、課題

（２）研修内容整理表（第４階層～第６階層）（③警報避難）

警報等の伝達及び避難誘導の目的、実施
主体と役割

1

警報等の伝達及び避難勧告等の判断・伝達
の流れ

警報避難総論1

2

避難勧告等の判断・伝達2

注意報と警報、特別警報の意義付けと意味1

警報等の入手方法と伝達にかかる主体2

警報等の種類と内容3

1

避難準備情報や避難勧告等の判断に必要
な考え方

2

避難勧告等を住民に伝達し、周知するため
の伝達方法

3

住民等の避難行動の考え方

風水害における警報と避難の実務1
風水害における警報と避難4

風水害における警報と避難のタイムライン計
画の作成方法

1

決心ポイントとタイミング3

風水害におけるタイムライン計画5

外部／内部調整をタイムラインで整理する方
法

2

研修の体系、研修内容の見直し（第１期）説明資料の関係 参考資料７

研修の体系
（１）コース構成表 （研修内容整理表 第４階層、第５階層）

（３）標準テキスト（第４階層）

参考資料３

研修内容の見直し（第１期）説明資料
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【単元】
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※第4階層【単元】で教えるべき内容の要点を
整理した資料
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研修内容整理表 （第4階層～
第6階層） を基に作成
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（２）研修内容整理表 （第４階層～第６階層）

3限目

4限目

研修内容の見直し（第１期）説明資料

研修内容の見直し（第１期）説明資料
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